




　2014 年４月から 2015 年７月に当科で経験した成人膿胸 10 例を検討した．男性５例，女
性５例，年齢は 43 歳～88 歳（中央値 60 歳）であった．発症から当院来院するまでの期間
は４日～128 日（中央値 25 日），入院期間は 19 日～74 日（中央値 43 日）であった．
　原因菌は９例で判明し胸腔穿刺で９例，内２例は喀痰培養でも認められた．原因菌が判明














































日（中央値は 25 日），入院期間は 19-74 日（中央
■症例報告 高松赤十字病院紀要 Vol.　3：28－32，2015
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Streptococcus anginosus group（Str. intermedius
が５例，Str. costellaus が１例）であった．残り



































































治療胸水 喀痰 血液 抗菌薬 胸腔ドレナージ
① 59 女 右 ○ 22 74 × × × × ○ ○ × × Str. mitis ○ MEPM ○ ○ 治癒
② 57 男 左 ○ ○ 128 41 ○（＋） × × × × ○ × × Str. mitis × MEPM+LVFX+VCM ○ ○ 治癒
③ 61 男 右 ○ ○ ○ ○ 38 46 ○ ○ × × × ○ ○ × Str. intermedius × TAZ/PIPC ○ ○ 治癒
④ 70 女 左 ○ ○ ○ ○ 7 19 × × × × ○ ○ × × Pse. fluoresens × TAZ/PIPC × × 治癒
⑤ 43 男 右 ○ ○ ○ 9 43 ○（＋） ○ × × ○ ○ × × Str. intermedius × TAZ/PIPC ○ ○ 治癒
⑥ 82 女 左 ○ ○ 4 49 × × × ○ × ○ × × Str. costellatus × SBT/ABPC ○ × 治癒
⑦ 54 男 右 ○ ○ ○ 28 29 ○（＋） × × × × × × × 同定不可能 ○ TAZ/PIPC ○ ○ 治癒
⑧ 57 男 左 ○ ○ ○ 30 20 ○（＋） ○ × × × ○ ○ × Str. intermedius × TAZ/PIPC × ○ 治癒
⑨ 88 女 左 ○ ○ 14 43 × × ○ ○ × ○ × × Str. intermedius ○ MEPM+LVFX ○ ○ 治癒
⑩ 85 女 左 ○ ○ ○ 14 48 × × ○ ○ × ○ × × Str. intermedius × PAPM/BP+LVFX ○ ○ 治癒
MEPM：メロペネム，LVFX：レボフロキサシン，VCM：バンコマイシン，TAZ/PIPC：タゾバクタム / ピペラシリン
SBT/ABPC：スルバクタム / アンピシリン，PAPM/BP：パニペネム / ベタミプロン
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や Staphylococcus aureus などに加えて，30～40％は
混合感染で Prevotella, Peptostreptococcus, Bacteroides 
fragilis, Fusobacterium nucleatum な ど 嫌 気 性 菌
が関与する２）５）．また口腔内常在菌であり，従
来 Streptococcus milleri group と呼ばれていた




は 10 例中６例に Streptococcus anginosus group,　
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　膿胸治療の原則は適切な抗菌薬の投与に加
え，迅速な胸腔ドレナージである．症例によって
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